
〇着任のご挨拶 

前任の石田和男校長の病気療養にかかる長期の

休職のため、第三中学校第１８代校長を拝命した近

藤章宏と申します。本年度も残すところ１か月であり、

三年生は卒業まで２週間です。生徒たちがしっかり

と卒業、進級に向き合えるよう、教職員と共に取り組

んでまいります。早速ですが本年度の本校の取り組

みにかかる評価結果について 2点報告致します。 

〇保護者アンケートの結果から 

昨年の１2 月に本年度２回目の保護者アンケート

を実施し、２８７名（回答率３７％）の保護者の方から

ご回答をいただきました。結果としてはＡ＋Ｂ評価に

ついては、９項目中７項目で９０％を超える評価をい

ただきました。  

項目８や９の保護者と学校の連携に関する項目が

比較的高い数値になっていることは本校の特徴の一

つです。引き続き学校の教育活動に関わりやすく、

また参観できる機会を確保してまいりたいと思いま

す。逆にやや評価が低い項目に、項目３の学力向上、

項目６の一人一人の個性の認証の 2点があります。

個別の保護者のご意見を伺うと、教員間の対応の差

異が少なからず指摘されております。教職員も一人

一人に個性や持ち味がありますので、全ての対応を

揃えることは難しいところもありますが、学年内での

対応や教科別の指導方法、課題の出し方など、でき

る限り共通化を図るなど、信頼を高めることができる

よう取り組んでまいります。 

〇学校関係者評価（外部評価）の結果から 

学校は年度末に教職員の自己評価に基づいた、

学校関係者評価（外部評価）を実施することが義務

付けられており、毎年度１月に実施しております。評

価項目は市教育委員会から大枠で 5 点定められて

おり、本校では下記の表の内容としております。 

評価結果は全ての項目で自己評価、外部評価共

に、S/A/B/Cの４段階評価でA評価となりました。

保護者アンケートでも指摘があった部分ではありま

すが、学力向上について自己評価では、「学びの共

同体」の取組の成果が、外部評価では、その今後の

取組の方向性について工夫の余地が指摘されてい

ます。本校の取組についての評価を踏

まえ、新年度に向けて教職員と共に改

善について検討を進めてまいります。 
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